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人の少ない北アルプスを

歩きたければ

砥石山

支部事務局担当者会議

祖母～傾縦走（その 2)

十文字原

もくじ

若杉山、鬼岩谷山、

支部定期総会報告

問原山登山口から

メンソーレ石垣

玖珠 ・ 九重の山々

山登りに新学説？

9 お知らせ

9 後記住久りよ自奇生星

全
国
支
鶴
恕
骸
会
を

九
月
に
大
分
で

閲
削
矧
矧
側
斜
闘
倒
劇
困

一
一0
0
0
年
度
の
支
部
定
期
総
会
が
去
る
四
月
十
五

日
（
土
）
午
後
六
時
か
ら
大
分
市
の
コ
ン
パ
ル
ホ

i

ル

視
聴
覚
室
で
、
会
員
・
会
友
合
計
三
一
名
の
出
席
（
別

に
委
任
状
四
六
名
）
の
も
と
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
ま
ず
梅
木
支
部
長
が
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
で
あ

る
こ
0
0
0
年
度
は
当
支
部
に
お
い
て
も
記
念
す
べ
き

年
と
な
る
。
支
部
創
立
四

O
周
年
と
い
う
記
念
の
年
で

あ
り
、
こ
の
た
め
の
記
念
事
業
と
し
て
全
国
支
部
懇
談

会
を
大
分
で
招
致
、
開
催
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
四
O

周
年
記
念
誌
の
発
行
、
『
大
分
百
山
』

の
改
訂
版
発
行
な

ど
各
種
の
取
り
組
み
が
控
え
て
お
り

、

会
員

一
丸
と
な

っ
て
協
力
し
合
い
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ

て
欲
し
い
。
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
議
長
を
選
出

し
て
議
事
に
入
り
、
は
じ
め
に

一
九
九
九
年
度
の
事
業

報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
あ
り
、

一
括
し
て
京

認
さ
れ
た
。
次
に
＝

0
0
0

年
度
の
事
業
計
画
案
お
よ

び
予
算
案
、
四
O
周
年
記
念
事
業
お
よ
び
全
国
支
部
懇

談
会
等
の
議
題
が
提
案
さ
れ
、
活
発
な
議
論
を
経
て
決

定
さ
れ
た
。
ま
た
閉
会
後
は
、
全
員
揃
っ
て
記
念
写
真

の
線
影
を
行
っ
た
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
シ
」
し
て
、
山

岳
ビ
デ
オ

「
は
る
か
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
の
鑑
賞
、
星
子
会
員

に
よ
る

「
チ
ョ
1

オ
l

ユ
」
遠
征
の
ス
ラ
イ
ド
を
交
え

た
報
告
な
ど
が
あ
り
、
午
後
九
時
前
に
散
会
し
た
。

「
大
分
百
山
（
改
訂
版
）
」
や

記
念
誌
の
発
行
な
ど

総
会
で
決
め
ら
れ
た
主
な
議
題
と
し
て
は
、
ニ
0
0

0
年
度
事
業
計
画
で
は
「
新
日
本
山
岳
稔
」

の
編
纂
や

年
次
晩
餐
会
な
ど
の
本
部
関
係
の
各
種
会
議
、
行
事
に

つ
い
て
、
ま
た
本
年
度
の
支
部
の
月
例
山
行
計
画
で
は
、

「
隣
の
県
の
山
に
足
を
伸
ば
そ
う』
を
テ
ー

マ
に
福
岡
、

熊
本
、
宮
崎
の
山
々
を
毎
月
登
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
支
部
会
抑
制
の
発
行
に
つ
い
て
は
本
年
度
も
年
四
回

の
定
期
発
行
を
計
画
し
、
そ
の
た
め
の
会
員
の
積
徳
的

な
寄
稿
を
呼
び
か
け
て
い
る

。
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全
国
支
部
怒
談
会
は
圏
内
二
十
四

の
支
部
が
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
す

る
日
本
山
岳
会
の
主
要
な
年
間
行
事

で
、
全
国
各
地
の
会
員
が
一
堂
に
会

し
、
揃
っ
て
閉
じ
山
に
登
る
と
い
う
、

本
会
最
大
の
山
行
行
事
と
い
え
る
も

の
で
あ
る
．
こ
の
一
大
行
事
を
支
部

創
立
四
O
周
年
を
記
念
し
て
大
分
で

開
催
し
た
い
と
申
し
出
て
、
本
部
役

員
会
お
よ
び
総
会
で
承
認
さ
れ
た
も

の
で
、
当
支
部
に
お
い
て
は
二
十
四

年
に
一
回
し
か
巡
っ
て
く
る
こ
と
の

な
い
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
わ
け
で

あ
る
．こ

の
た
め
、
こ
れ
か
ら
開
催
に
向

け
て
各
種
の
懲
備
作
業
が
山
積
み
と

な
っ
て
お
り
、
役
員
の
み
な
ら
ず
、

会
員
会
員
に
も
積
樋
的
な
協
力
を
求

め
ら
れ
て
い
る
．

当
面
毎
月
第
二
火

曜
日
を
定
例
準
備
会
と
し
、
午
後
七

時
に
コ
ン
パ
ル
ホ
l

ル
に
集
合
し
て

そ
れ
ま
で
の
潜
備
状
況
を
点
検
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
泊
中
備
に
つ
い
て

打
ち
合
わ
せ
を
し
、
手
分
け
し
て
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
日
に
対
応
可
能
な
会
員
は
積
極
的

に
出
席
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
．

な
お
、
全
国
支
部
怒
談
会
開
催
の
三

目
前
か
ら
は
最
後
の
準
備
作
業
等
を

集
中
的
に
行
う
予
定
で
あ
り
、
ま
た

当
日
も
各
種
の
任
務
が
あ
る
の
で
会

員
総
出
の
協
カ
体
制
が
求
め
ら
れ
て

い
る
．

な
お
、
全
国
支
部

u
m駁
会
の
概
要

は
次
の
通
り

一0
0
0帽
九
舟一六
回
（主）l

一七
回
（
同
）

…二
．
悶
川
凶

一

割
問
般
会
揚
「つ
る
み
荘
」
．

別
府
市
聞
の
掛
町

一
三－e
一
＝
一一

山

行
先

「
久
住
山
・

中
岳
」

…一ニ
．
問ハ
幽
一

日
＋
六
回
（
車
｝

受
付
（
三

日C
O
SE
－HO
O）

…

…
鱗
演
会
｛
一宮
一uo？
一
四
日
＝
一

O）

．

「
カ
ラ
コ
ル
ム
の
山
旅
」

…

（
仮
閤
）

…

斉
藤
惇
生
氏
自
日
本
山
雲量）

…

一

懇
談
会
（
一
回H
S
O
S－
七
日00）

（
各
支
部
の
活
動
報
告
な
ど
）

一

惣
親
会
（
一八日
O
O
S

）

日

十世
臼
（
回
｝

…
つ
る
み
荘
発
（
E
H
O
O
）
貸
し
切
り

…

パ
ス
に
て
牧
ノ
戸
峠
ま
で

…

…
牧
ノ
戸
峠
発
（
唱υ8
〉

…

…
（A
斑
）
中
岳
経
由
久
住
山
へ

…

（
健
脚
組
）

…

（B
班
）
直
妓
久
住
山
へ

．

日

赤
川
着
（
一
宮
一
リ

0
0）
全
員

貸
し
切
り
パ
ス
に
て
大
分
へ

一
大

分
駅
解
散
（
玉
川

0
9

…
四．
関
刷
凶一九、

八8
円
（
喜

一

…
宿
泊
代
、
懇
親
会
費
、
弁
当

…

…
代
、
貸
し
切
り

パ
ス
代
、
記
念

…

…
晶
代
、
そ
の
他

支
部
創
立
凹
十
周
年
を
記
念
す
る

登
山
ー
と
し
て
、
本
来
な
ら
何
ら
か
の

遠
征
笠
山
を
企
画
し
、
遠
征
隊
を
派

遣
す
る
と
い
う
よ
う
な
計
画
を
立
て

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

全
国
支
部

懇
談
会
招
致
等
各
種
の
行
事
、
事
業

が
重
な
る
た
め
、
今
回
は
身
近
な
山

に
で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
が
集
っ

て
記
念
の
ワ
ン
デ
イ
ハ
イ
ク
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
．
日
程
は
六
月

の
月
例
山
行
に
合
わ
せ
、
こ
の
目
、

全
員
織
っ
て
品
開
登
山
に
受
る
こ
と
と

な
っ
た
．
会
員
は
あ
ら
か
じ
め
方
陣

練
り
合
わ
せ
の
よ
ご
参
集
を
．

ま
た
、
「
私
の
四
十
周
年
記
念
堂

山
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が

こ
の
一
年
聞
に
行
う
山
行
の
う
ち
の

一
聞
を
、
自
ら
『
支
部
四

O
周
年
記

念
釜
山
』
と
し
て
位
置
づ
け
、
自
分

と
し
て
の
何
ら
か
の
舵
念
を
残
し
、

ニ
O
O

一
年
度
の
総
会
で
互
い
に
発

愛
し
合
う
こ
と
と
な
つ
っ
た
．

そ
の
ほ
か
総
会
で
決
め
ら

れ
た
主
な
こ
と

①

支
部
創
立
四
O
周
年
記
念

誌
の
発
行

一
会
員

一
投
稿
を
基
本
に
全
会
員

の
寄
稿
を
呼
び
か
け
て
い
る
．
海
外

受
山
活
動
報
告
．
随
筆
、
紀
行
、
詩
、

俳
句
、
短
歌
、
写
真
、
絵
そ
の
他

の
投
稿
．
会
員
の
積
極
的
な
寄
稿
を
．

締
め
切
り
五
月
末
日
ま
で
．
発
行
は

8

月
末
を
予
定
．

＠
「

大
分
百
山
」
（
改
訂
版
）
の

発
行

百
山

の
選
定
見
直
し
を
行
い
、
現

在
各
会
員
で
手
分
け
し
て
最
新

の
ル

ー
ト
照
査
お
よ
び
執
筆
に
あ
た
っ
て

い
る
が
、
早
急
に
原
稿
を
ま
と
め

、

全
国
支
部
懇
談
会
ま
で
に
発
行
す
る
．

③

別
府
湾
リ
レ
l

登
山
ル
ー

ト
の
紹
介

十
一
年
度
に
踏
査
し
た
別
府
湾
リ

レ
l

笠
山
ル
ー
ト
を
、
「
日

本
山
岳

会
ル
l

ト

」

と
し
て
一
般
に
紹
介
す

る
た
め
、

再
度
会
員
で
手
分
け
し
て

ル
1

ト
の
照
査
お
よ
び
工
作
を
行
い
、

そ
れ
ら
の
ル
l

ト
を
磁
定
し
て
発
表

す
る
．会

計
監
査
は
安
藤
会
員

本
年
は
役
員
改
選
期
で
は
な
い
が
、

昨
年
死
去
し
た
会
計
監
査
の
故
松
尾

健
会
員
の
後
任
と
し
て
安
藤
幹
会
員

が
選
出
さ
れ
た
・

二
月
月
例
山
行
報
告

佐
藤
秀
二

平
成
十
二
年
二
月
十
九
日
午
前
五

時
に
サ
ェ
ー
に
集
合

．

と
、
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
店
の
前
に
西
さ
ん
が

ぽ
つ
り
と
立
っ
て
い
る
だ
け
だ

っ
た
．

五
時
を
過
ぎ
て
も
維

も
来
ず
、
2

人

で
出
発
．
今
回
は
、
岡
原
山
登
山
口

か
ら
、
前
回
の
鹿
嶋
越
（
東
｝
ま
で

の
ル
l

ト
が
、
決
ま
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ

と
で
、
ル
ー
ト
の
策
定
を
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
関
原

山
登
山
口
ま
で
行
っ

て
、
ま
ず
は

、

十
号
線
ま
で
、
ど
の
ル
l

ト
を
取
る

か
地
図
を
見
な
が
ら
、
怠
で
道
路
を

ゆ
っ
く
り
下
り
な
が
ら

、
地
図
に
あ

る
点
線
の
ル
l

ト
を
探
す
．
そ
れ
ら

し
い
と
こ
ろ
で
、
車
を
降
り
て
探
す

が
、
ま
だ
暗
い
こ
と
も
手
伝
っ
て
、

見
あ
た
ら
な
い
．
そ
れ
で
は
、
下
か

ら
攻
め
よ
う
と
、
車
で
一
度

績
の
郁

落
に
降
り
て
、
再
び
よ
へ
と
向
か
う
．

道
は
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
り
、
つ
い
に

は
、
行
き
止
ま
り
の
立
て
札
が
．
車

を
置
い
て
道
を
探
す
と
、
ほ
ん
の
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
工
事
現
場
に
出

一

て
、
さ
ら
に
百
メ

ー

ト
ル
程
で
、
も

一

と
の
道
に
出
た
．
地
図
上
で
点
線
が

出
て
い
た
位
置
よ
り
下
だ
っ
た
の
で
、

今
度
は
上
へ
向
か
っ
て
道
を
探
す
が
、

本
当
に
行
き
止
ま
り
．
こ
の
頃
に
は

夜
も
明
け
て
、
明
る
く
な
っ
て
い

た
・

再
び
も
と
の
点
線
の
出
て

い
る
付
近

を
探
し
た
が
、
道
が
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
繍
認
出
来
た
の
で
、
こ
こ

の
探
索
を
終
了
し
、
一
番
近
い
甲
尾

山
へ
向
か
っ
た
．

甲
尾
（
こ
う
の
お
）

山
は
、
山
香

駅
北
側
、
十
号
線
か
ら
は
頂
上
に
風

車
が
見
え
る
小
山
だ
．
頂
上
ま
で
車

で
行
け
る
．
風
車
小
屋
の
南

側
、
道

路
と
の
問
に

三
角
点
が
あ
る
。
（
午

前
七
時
三
十
分
到
着
）
記
念
写
真
を

撮
り
、
鹿
嶋
越
（
東
）
の
峠
へ
向
か

う
．
甲
尾
山
を
降
り
十
号
線
を

横
切



っ
て
南
下
す
る
。
山
香
町
か
ら
鹿
嶋

越
え
へ
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
に
道
が
延
び

て
い
る
。
お
よ
そ
三
十
分
で
鹿
嶋
越

（
東
）
の
峠
の
近
く
の
機
肥
置
き
場

（
工
場
？
）
に
着
く
。

（
鹿
嶋
越
の
峠
手
前
よ
り
関
原
山
）

こ
こ
の
手
前
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に

「
関
係
者
以
外
立
入
禁

止
」

の
紐
が
し
て
い
る
が
、
フ
ッ
ク

を
か
け
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
日
は
、
こ
の
辺
り
一
一
帯
、
前
日

の
降
雪
で
五
セ
ン
チ
か
ら
十
セ
ン
チ

の
積
雪
と
な
っ
て
い
た
．
堆
肥
置
き

場
に
車
を
置
い
て
、
鹿
嶋
越
（
東
）

の
峠
へ
．
山
道
に
入
っ
た
す
ぐ
右
手

に
、
七
つ
石
山
か
ら
の
縦
走
路
が
あ

る
．

前
回
降
り
て
き
た
道
で
あ
る
。

こ
こ
を
・
ま
っ
す
ぐ
に
、
や
や
下
り
な

が
ら
機
道
を
歩
〈
。
十
分
足
ら
ず
で
、

鹿
嶋
越
え
の
峠
と
思
わ
れ
る
十
字
路

の
指
標
の
あ
る
と
こ
ろ
に
着
く
。
こ

こ
が
十
字
路
だ
と
思
う
が
、
前
後
方

向
に
し
か
道
は
な
く
、
左
右
は
、
ブ

ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
い
る
。
目
指
す
次

の
三
角
点
、
百
合
野
山
は
左
手
な
の

で
、
左
の
ブ
ッ
シ
ュ
を
か
き
分
け
て

す
ぐ
先
の
様
林
の
中
に
入
っ
た
。
す

る
と
、
植
林
に
テ
l

プ
が
巻
い
て
あ

り
、
山
頂
へ
と
続
い
て
い
た
。
後
で

解
っ
た
の
だ
が
、
入
り
口
は
、
十
字

路
の
指
標
の
約
三
一十
メ
ー
ト
ル
手
前

左
側
に
あ
り
、
反
対
側
に
前
後
方
向

の
指
標
が
あ
っ
た
の
で
、
左
側
の
木

の
テ
l

プ
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。

頂
上
へ
は
、
植
林
の
中
を
テ
l

プ
に

従
っ
て
登
れ
ば
す
ん
な
り
と
着
く
．

登
り
は
車
を
置
い
た
と
こ
ろ
か
ら
三

十
五
分
。
（
午
前
九
時
十
分
到
着
）

頂
上
で
、
万
歳
と
ヤ
ツ
ホ
！
の
雄
叫

び
を
あ
げ
て
、
記
念
撮
影
の
後
、
下

る
。
下
り
は
二
十
五
分
で
あ
っ
た
・

こ
こ
か
ら
は
、
前
固
と
重
な
る
が
、

「
帰
る
途
中
の
行
つ

て
な
い

三
角
点

に
行
こ
う
」
と
な
り
、
地
図
を
見
て

片
っ
端
か
ら
登
ろ
う
と
、
ま
ず
、
経

塚
山
先
の
道
路
脇
に
あ
る
五
百
二
十

八
、
七
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
を
目
指

し
た
。
さ
っ
き
通
っ
て
き
た
道
を
逆

戻
り
し
、
唐
木
山
北
側
の
林
道
に
入

る
．
林
道
は
来
舗
装
の
上
、
前
日
の

雪
で
、
十
五
セ
ン
チ
程
度
の
積
雪

。

車
が
轍
の
よ
を
勝
手
に
進
む
。
結
構
情

で
こ
ぼ
こ
も
あ
っ
た
り
で
、
途
中
官
邸

が
止
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
、
不
安

だ
っ
た
が
、
何
と
か
走
破
．
広
被
農

道
に
出
た
と
き
は
、
ほ
っ
と
し
た
。

経
塚
山
を
過
ぎ
た
右
カ
l

ブ
左
手
に
、

目
指
す
名
の
な
い
三
角
点
の
山
が
あ

る
。
道
路
か
ら
の
標
高
差
約
三
十
メ

ー
ト
ル
。
頂
よ
付
近
以
外
は
、
梅
林

さ
れ
歩
き
や
す
い
が
、
頂
上
付
近
は
、

雑
草
の
山
。
ト
グ
の
あ
る
枝
が
、
進

路
を
阻
む
。
あ
き
ら
め
よ
う
か
と
思

っ
た
が
、
雑
草
の
下
の
方
か
ら
先
が

見
え
、
明
る
い
。
ど
う
し
て
も
そ
こ

に
行
っ
て
み
た
い
と
、
少
し
迂
回
を

し
て
、
行
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
あ

っ
た
。
宝
探
し
を
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
、
う
れ
し
く
な
っ
た
。
（
午
前

十
時
四
十
分
到
着
）
三
角
点
か
ら
ち

ょ
っ
と
海
側
へ
行
く
と
、
絶
景
か
な

絶
景
か
な
。
別
府
湾
全
景
が
見
え
佐

賀
聞
か
ら

大
分
別

府
杵
築
と
ぐ
る
り

と
見
渡
せ
る
．
四
国
三
崎
も
見
え
て
、

こ
の
日
一
番
の
眺
望
．
こ
こ
は
意
外

な
穴
場
か
も
．
記
念
撮
影
の
後
、
車

に
戻
り
、
次
は
、
尼
蔵
岳
．

日
出
と

速
見
イ
ン
タ
ー
に
向
か
う
三
文
路
を

速
見
イ
ン
タ
ー

方
面
へ
右
折
。
友
へ

大
き
く
カ
ー
ブ
し
た
後
の
右
カ
！
ブ

途
中
に
友
に
旧
道
ら
し
き
道
が
あ
り
、

入
り
口
に
は
、
窓
二
台
程
度
止
め
ら

れ
る
ス
ペ
ー
ス
あ
る
。
こ
こ
か
ら

山

に
入
り
、
と
に
か
く
上
を
目
指
す
。

入
り
口

か
ら
、
前
が
谷
、
左
右
に
尾

根
が
あ
る
が
、
上
を
目
指
せ
ば
ど
こ

か
ら
で
も
行
け
る
。
標
高
差
六
十
メ

ー
ト
ル
．

約
二
十
分
で
頂
上
に
着
く
。

頂
上
も
梅
林
の
中
で
、
視
界
は
ぜ
ロ
。

（
午
前
十
一
時
四
十
五
分
到
着
）
午

前
中
で
四
つ
の

三
角
点
を
通
過
。

万

歳
と
記
念
撮
影
の
後
、
下
る
。
下
り

は
約
十
五
分
。
車
に
戻
っ
て
地
図
を

見
る
。
通
り
道
近
辺
に
三
角
点
は
な

い
か
と
凝
ら
し
て
見
る
と
、
あ
っ
た

あ
っ
た
。
日
出
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
の

少
し
別
府
よ
り
、
高
速
道
と
旧
道
と

の
間
に
あ
る
で
は
な
い
か
。
字
佐
別

府
道
路
沿
い
に
日
出
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ヨ

ン
を
過
ぎ
、
旧
道
に
出
て
、
い
っ
た

ん
高
速
か
ら
離
れ
た
後
、
再
度
近
づ

い
た
と
こ
ろ
の
左
手
土
手
の
上
に
あ

る
。
高
速
道
に
近
づ
い
た
右
カ

l

プ

の
左
側
に
細
い
道
が
あ
り
車
を
止
め

た
。
土
手
の
上
を
見
る
と
赤
い
テ
ー

プ
が
巻
い
て
あ
る
。
こ
ん
な
と
こ
に

も
来
た
ん
だ
な
あ
と
土
手
の
金
網
を

よ
じ
登
り
、
テ
l

プ
に
従
ド
二
一
三

分
で
最
高
点
へ
着
い
た
．

最
高
点
に

一
アl

プ
が
ニ
つ
着
い
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
あ
る
か
と

思
っ
た
ら
少
し
先
の
右
手
に
下
っ
た

と
こ
ろ
、
高
速
道
路
に
い
ち
ば
ん
近

い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

三
角
点
の
そ

ば
に

「
畏
迫
山
」
と
書
か
れ
た
小
さ

な
杭
が
あ
っ
た
が
、
山
名
が
正
し
い

か
ど
う
か
は
不
明
。

こ
こ
か
ら
先
は
地
図
が
切
れ
て
三

角
点
の
位
置
が
解
ら
な
い
。
と
り
あ

え
ず
十
文
字
原
に
行
っ
て
探
そ
う
と
、

テ
レ
ビ
搭
の
近
辺
を
探
し
、
テ
レ
ビ

塔
海
側
に
、
定
点
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
こ
で
記
念
横
形
を
し
、
さ
ら
に
、

山
側
に
あ
る
小
高
い
丘
に
三
角
点
が

な
い
か
探
し
た
が
、
見
つ
か
ら
ず
、

地
図
が
な
い
と
ど
う
し
ょ
う
も
な
い

の
で
こ
の
日
の
行
程
を
終
了
し
た
。

（
午
後
二
時
）

今
回
は
、
た
っ
た
の
二
人
で
ち
ょ

っ
と
寂
し
か
っ
た
が
、
多
く
の
三
角

点
に
行
け
た
の
で
楽
し
か
っ
た
。
そ

れ
に
し
て
も
、
い
ず
れ
の
三
角
点
に

も
テ
l

プ
が
あ
り
、
ル
ー
ト
開
拓
に

行
か
れ
た
み
な
さ
ん
の
ご
苦
労
が
感

じ
取
れ
ま
し
た
。
将
来
に
わ
た
っ
て

別
府
湾
ル
l

ト
が
消
え
な
い
よ
う

皆
さ
ん
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

児
玉
章
良

朝
五
：
O
O
サ
ニ
l

出
発
と
い
う

こ
と
で
、
四

：

O
O
に
起
き
、
準
備

し
て
い
た
ら
五
：

0
0
に
西
さ
ん
か

ら
緊
急
電
話
が
あ
り
、
『
大
分
か
ら

－

準
が
な
い
の
で
、
今
か
ら
タ
ク
シ
ー

3

で
玖
珠
ま
で
行
く
。
」
と
い
う
こ
と
－

だ
っ
た
．
六
：
O
O
に
同
僚
の
衛
藤

先
生
と
玖
珠
イ
ン
タ
ー
で
待
っ
て
い

る
と
六
：

三
O
西
、
高
橋
の
ニ
名
到

着
。
料
金
は
一
一ニ．

0
0
0
円
と
の

こ
と
。
篠
楽
町
を
目
指
し
て

G
O
－
－

「
J
R

篠
栗
駅
」
を
機
切
り
案
内
板

に
従
っ
て
若
杉
山
「
奥
の
院
」
駐
車

場
ま
で
．
八
：
ニ

O
到
着
．
用
意
を

し
て
八
：
三
五
出
発
。
登
山
道
は

「お
通
路
さ
ん

」

が
多
い
の
で
、
平

行
し
て
受
っ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

道
路
を
行
く
。
八
：
四

O

「
奥
の

院
」

六
八
一

m
着
。

西
の
「
太
祖
神
社
」
に
お
参
り
し
、

そ
の
先
の
尾
根
を
少
し
下
る
と
四
等

三
角
点
（
六
五
五
．
七

m
）
が
あ
る
。

逆
の
東
ピ
l

ク
に
電
波
塔
が
数
基
建



っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
ご
一
盛
山
岳

会
」
「
臼
杵
市
山
岳
会
」
の
山
頂
機

織
札
が
あ
る
．
三
角
点
は
な
い
．
こ

こ
で
少
し
休
憩
を
と
り
、
九

：

ニ
O

さ
ら
に
東
へ
下
る
．
六
二
一
．
四

m

の
三
角
点
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
．

1
得
点
包
3

引
ム
ル凶

－i
y
h一

司
、・
J‘

で
6
e
U
申

込Y
W

H
a
－r
u
f
」

週
、
－
u
，

e
e
ι
va

－
～－
一
ド
ザ
い
対

日
下
山h’I
，

L和

－
b
H及
。
仰1
H

V
1

叫h
v

J
P
X
1
dブ

（若
杉
山
か
ら
砥
石
山
を
望
む
）

一
O
：

O
五
『
シ
ョ
ウ
ケ
越
」
到

着
．
本
会
会
員
徳
岡
支
郁
の
人
と
出

会
い
、
西
さ
ん
と
綴
が
弥
ん
で
い
た
．

「
砥
石
山
」
に
向
け
て
出
発
．
一

A
U

－
－
五
五
ご
等
三
角
点
（
七
七
四
．

O
m
）
』
到
着
．
し
か
し
こ
こ

は

「
鬼
岩
谷
山
」
と
書

い
て
い
た
。

さ
ら
に
私
は
進
み
、

一
一
：

O
七

『
砥
石
山
（
八
二
八
m
）
」
到
着
。

こ
こ
は
小
さ
な
広
場
に
な
っ
て
い
る

が
展
望
も
三
角
点
も
な
い
．
さ
ら
に

二
分
進
む
と
「
三
郡
山
（
航
空
監
視

レ
ー
ザ
ー
塔
あ
り
」
が
回
の
前
に
見

え
る
。

一
一
：
二
五
二
等
三
角
点

」

で

昼
食
を
食
ペ
、
「
若
杉
山
」
へ
術
総

先
生
と
寧
を
取
り
に
戻
る
．
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
の
大
会
が
あ
っ
て
お
り
、

下
り
で
道
を
韻
る
た
め
に
、
再
び
六

二
一
．
四
m
の
三
角
点
を
探
し
た
が

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
．

一
三
：
一
二
「
奥
の
院
」
駐
車
場

帰
翁
．
ぉ
土
躍
を
圃
飼
っ
て
、
「
米
の

山
（
五
九
三
．
七

m
、
奥
の
院
駐
車

場
よ
り
一
分
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の

滑
走
場
が
あ
る

．
こ
こ
か
ら
歩
い

て

二
分
の
山
頂
に
は
四
等
三
角
点
と

荒

神
様
が
配
ら
れ
て
い
る
．
）
」
ま
で

行
っ
て
景
色
を
楽
し
み
、
「
シ
ョ
ウ

ケ
鎗
』
に
残
し
た
二
人
を
迎
え
に
行

く
．
花
見
の
車
で
思
っ
た
よ
り
時
聞

が
か
か
り
、

「
シ
ョ
ウ
ケ
越
」
に
着

い
た
と
き
は
二
人
の
姿
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
色
々
あ
り
、
結
局
「
基

山
イ
ン
タ
ー

」
か
ら
高
速
に
乗
り
、

七
：
O
O
ご
ろ
大
分
着
．
週
間
天
気

予
報
は
雨
だ
っ
た
の
で
傘
や
ら
カ
ツ

パ
や
ら
持
っ
て
い
た
が
天
気
は
良
か

っ
た
．
こ
の
山
に
登
る
と
き
は
「
若

杉
山
』
と
『
シ
ョ
ウ
ケ
越
」
に
そ
れ

ぞ
れ
車
を
停
め
て
お
く
と
便
利
が
よ

い
．

四
人
だ
っ
た
が
、
楽
し
い
山
行

で
あ
っ
た
。

山
登
り
に
新
学
説
？

橋
井
参
二

先
日
、
見
る
と
も
な
し
に
テ
レ
ビ

を
眺
め
て
い
る
と

、
興
味
を
引
く
テ

ー
マ
の
番
組
が
流
れ
て
い
た
．

そ
の

番
組
と
い
う
の
は
、
視
聴
者
が
日
常

生
活
で
発
見
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
を
科
学
的
に
、
ま
た
、
医
学
的

に
裏
付
け
る
と
い
う

番
組
で
あ
る

．

私
が
注
目
し
た
テ
1
7

と
い
う
の

は
、
『
エ
ス
カ
レ

l

タ
で
隊
り
る
と

き
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
左
足
で
除
り

る
・
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
．
そ
の

検
証
の
V
T
R

を
見
て
い
る
と
、
な

る
ほ
ど
、
九
割
近
く
の
人
が
左
足
で

降
り
て
い
る
．

私
は
そ
れ
を
見
て
、
単
な
る
利
き

足
の
問
題
だ
ろ
う
と
推
測
を
し
た
．

し
か
し
、
生
理
学
的
に
そ
の
こ
と
を

解
明
す
る
と
そ
ん
な
簡
単
な
も
の
で

は
な
く
、
人
間
の
体
は
生
理
学
的
に
、

左
足
が
方
向
指
示
足
、
右
足
が
蹴
り

足
に
な
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ

．

そ

う
い
う
理
由
で
、
臨
上
競
技
は
左
回

り
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
．
と
い
う

こ
と
は
．
左
利
き
、
布
利
き
、
人
種

の
遭
い
‘
性
別
の
違
い
は
関
係
な
く
、

人
類
共
通
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何

を
い
ま
さ
ら
と
い
う
む
き
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
私
に
と
っ
て
は
目

か
ら
う
ろ
こ
で
あ
る
・

と
ま
あ
、
普
通
な
ら
話
は
こ
こ
で

終
わ
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
ふ
と
、

山
登
り
に
も
い

え
る
の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
と
発
想
を
変
え
て
み
た
．
話

は
や
や
飛
躍
す
る
が
、
急
斜
面
を
下

る
と
き
、
右
足
が
谷
足
、
つ
ま
り
稜

線
を
左
に
下
る
場
合
に
滑
稽
が
多
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
．
事
故
事
例

が
あ
れ
ば
調
べ
て
み
た
い
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
デ
l

タ
が
そ
ろ
っ

た
と
き
に
す
る
と
し
て
、
私
自
身
、

傾
斜
の
強
い
曾
掛
慨
を
下
る
際
は
、
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
た
と
き
に
、
と
っ
さ

に
左
足
が
踏
み
出
せ
る
左
足
谷
足
の

ほ
う
が

よ
い
の
で
あ
る
．
登
り
の
場

合
は
逆
に
、
重
心
を
保
持
し
、
踏
み

出
し
ゃ
す
い
右
足
谷
足
の
ほ
う
が
よ

L
V
 は

な
は
だ
眉
唾
な
自
税
で
、
責
任

は
持
て
ま
せ
ん
が
、
私
の
自
論
を
支

持
さ
れ
る
方
、
く
れ
ぐ
れ
も
右
足
谷

足
の
下
り
に
は
十
分
に
ご
注
意
を
．

無
輪
、
左
足
谷
足
の
下
り
も
お
ろ
そ

か
に
で
き
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
．

曾
庚
拾
え
氏
「
ふ
る
さ
ど

高
占
お
い
布
」
同
行
記

西

あ
ず
さ

お
話
は
去
年
の
十
二
月
の
鹿
川
山

荘
の
酒
宴
に
始
ま
る
。
重
康
氏
の

「
ふ
る
さ
と
名
山
探
肪
・

宮
崎
編
」

は
行
勝
山
．

重
a
m氏
と
勧
飢
餓
し
て
い

る
母
の

「
石
垣
に
行
〈
｜

う
」
と
カ

ン
高
い
声
が
耳
に
入
る
．
「
ズ
ル
l

ィ
、
自
分
だ
け
！

」
こ
の
一
言
で
私

も
同
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

ご
機

嫌
な
気
分
で
宮
内
び
杯
を
重
ね
た
．

那
制
空
港
で
飛
行
機
が
連
れ
る
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
な
ん
と
か
重
慶

さ
ん
に
連
絡
を
し
な
け
れ
ば
と
電
話

を
探
し
て
い
た
ら
、
そ
こ
に
重
演
さ

ん
が
い
た
。
低
音
の
渋
1

い
声
で

「
こ
ん
に
ち
は
．
行
騰
で
は
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
」

一
カ
月
ぷ
り
の
再

会
．
安
藤
セ
ツ
さ
ん
と
清
水
り
つ
え

さ
ん
も
同
行
し
た
．

右
垣
空
港
は
、
ど
ん
よ
り
と
し
た

空
と
は
対
照
的
に
プ
l

グ
ン
ビ
リ
ア

や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
咲
き
乱
れ
亜
熱

帯
の
績
や
か
な
空
気
に
満
ち
あ
ふ
れ

で
い
た
．
東
京
か
ら
一
足
先
に
着
い

て
い
た
奈
良
千
佐
子
さ
ん
と
合
流
し

て
タ
ク
シ
ー
で
於
茂
登
岳
の
登
山
口

へ
。大

き
な
ジ
ダ
の
業
が
ジ
ャ
ン
グ
ル

を
恩
わ
せ
、
日
本
の
山
と
は
趣
を
開
闘

に
し
た
．
登
山
道
に
は
椿
や
ジ
ャ
ス

ミ
ン
に
似
た
花
が
昌
男
い
歎
り
、
一
月

と
い
う
の
に
春
の
香
が
す
る
。
気
温

は
二
十
度
に
近
い
．
登
山
道
は
良
く

整
備
さ
れ
迷
う
こ
そ
は
な
い
が
、
頂

上
付
近
に
来
る
と
発
電
機
の
よ
う
な

音
が
す
る
と
道
は
ニ
つ
に
別
れ
る

．

電
波
塔
の
工
事
現
場
が
左
で
、
そ
こ

に
頂
上
の
木
の
看
板
が
あ
る
が
、
三

角
点
は
工
事
現
場
の
左
の
奥
に
ス
ス

ダ
ケ
に
覆
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

あ
い
に
ぐ
の
お
天
気
だ
っ
た
が
、
も

と
も
と
ス
ス
ダ
ケ
に
覆
わ
れ
て
展
望

の
い
い
山
で
は
な
さ
そ
う
だ
っ
た
．

な
ん
と
も
お
勉
強
不
足
だ
っ
た
が
、

於
茂
登
岳
（
五
二
六
m
）
が
沖
縄
県

の
最
高
織
と
い
う
の
を
木
の

看
板
で

時 4 -



鮮
や
か
な
黄
色
の
紅
型
に
飛
び
つ
い

て
し
ま
っ
た
．
あ
さ
ま
し
く
積
物
を

物
色
す
る
オ
パ
さ
ん
遺
安
建
演
さ
ん

は
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
見
守
っ
て
い
た
．

誰
の
心
に
も
眠
る
変
身
願
望
を
目
の

当
り
に
し
た
重
度
さ
ん
は
、
穏
や
か

の
微
笑
み
の
中
で
何
を
考
え
て
い
た

の
か
・

山
を
登
り
に
来
た
の
か
、
観
光
に

来
た
の
か
・

・
・
一
泊
二
日
の
石
垣

の
旅
は
終
わ
り
に
近
づ
い
た
．
福
岡

空
港
で
分
か
れ
、
重
贋
さ
ん
は
対
馬

へ
と
向
か
っ
た
．
南
の
島
で
夢
で
も

見
た
よ
う
な
は
か
な
い
短
い
旅
だ
っ

た
．

知
る
こ
と
が
で
き
た
．

腹
ベ
こ
で
お
り
て
き
た
私
た
ち
は
、

沖
縄
名
物
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
を
し
ゃ
べ

る
の
も
忘
れ
て
頬
張
っ
た
．
チ
ャ
ン

プ
ル
！
と
い
え
ば
ニ
ガ
ウ
リ
の
ゴ

l

ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

が
思
い
浮
か
ぶ
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
チ
ャ
ン
ブ
ル
ー

が
あ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
の
チ
ャ
ン
プ
ル

ー
の
つ
く
の
を
全
部
頼
ん
だ
。
そ
の

ほ
か
、
イ
カ
墨
が
お
い
し
い
と
タ
ク

シ
ー
の
運
転
手
か
ら
聞
い
て
い
た
の

で
、
お
歯
黒
に
な
り
な
が
ら
一
血
を

み
ん
な
で
つ
つ
い
た
．
当
然
、
ビ
ー

ル
は
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
！
二
次
会
は

居
酒
屋
に
行
き
、
ネ
タ
の
中
の
熱
帯

魚
に
驚
き
な
が
ら
、
珍
し
い
も
の
を

次
々
に
頼
ん
だ
．
ビ
ー
ル
の
次
は
泡

盛
で
し
ょ
う
・
幻
の
銘
酒
「
泡
波
」

二
升
瓶
七
千
円
也
！
）
を
い
た
だ

き
、
す
っ
か
り
泡
盛
の
虜
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
私
．
こ
う
し
て
、
お
い
し

い
食
事
と
お
酒
を
ち
ょ
こ
つ
と
い
た

だ
き
、
石
垣
の
夜
は
更
け
て
い
っ
た
．

次
の
目
、
飛
行
機
は
三
時
な
の
で
、

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
石
垣
島
観
光

に
出
か
け
た
・
ま
ず
は
泡
盛
の
酒
造

元
．
見
学
・
拭
飲
を
終
え
て
出
て
き
玖
珠
の
地
か
ら
限
れ
る
予
定
が
出

た
と
き
に
は
皆
さ
ん
の
手
に
一
升
瓶
て
き
た
た
め
、
玖
礁
に
い
た
記
念
に
、

が
・
・
・
・
そ
し
て
目
的
の
、
珊
瑚
玖
珠
・
九
重
の
山
を
全
部
登
り「ガ

礁
の
美
し
い
川
平
岬
向
。
曇
天
に
も
か
イ
ド」
ら
し
き
も
の
を
作
ろ
う
と
十

か
わ
ら
ず
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の

二
月
頃
か
ら
始
め
た
．

海
は
お
だ
や
か
で
白

い
砂
浜
と
の
コ
ほ
と

ん
ど
が
勤
務
時
聞
を
終
え

、

ン
ト
ラ
ス
ト
は
み
ご
と
だ
．
こ
の
海
午
後
五
：O
O
か
ら
登
っ
た
の
で
山

を
見
る
の
が
目
的
だ
っ
た
が
、
ど
う
頂
に
着
い
た
時
は
真
っ
暗
で
あ
る
こ

し
て
も
興
味
を
引
く
も
の
が
私
た
ち
と
が
多
か
っ
た
．
カ
ル
ト
山
に
受
つ

の
目
を
釘
付
け
に
し
て
離
さ
な
か
っ

・
た
と
き
な
ど
は
、
懐
中
篭
灯
を
忘
れ
、

た
．
沖
縄
の
民
族
衣
装
の
紅
型
の
潜
た
ま
た
ま
闇
夜
で
月
あ
か
り
が
な
く
、

物
を
着
て
「
ハ
イ
チ
l

ズ
」
限
に
も
手
探
り
で
帰
る
は
め
に
な
っ
た
と
い

恵
蔵
、
九
重＠山

々
』

（
九
量
連
山
は
除
く
）

玖
珠
農
業
高
校

児
玉
章
良

う
恐
ろ
し
い
経
験
も
し
た
．

し
か
し
、
か
な
り
の
山
は
数
年
前

に
で
二
度
登
っ
て
い
た
の
で
そ
う

苦
労
は
し
な
か
っ
た
．
ま
た

、
冬
で

草
木
が
枯
れ
て
い
る
の
で
歩
き
や
す

く
も
あ
っ
た
．
た
だ
、
残
念
な
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
の
山
は
山
頂
近
く
ま
で

林
道
が
作
ら
れ
、
益
山
の
楽
し
み
が

半
減
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。

「
宝
山
』
な
ど
は
こ
の
会
の
月
例
山

行
で
、
五
年
く
ら
い
前
に
登
っ
た
と

き
は
、
風
倒
木
と
プ
ッ
シ
ュ
と
戦
い

な
が
ら
苦
労
し
て
登
り
、
山
頂
で
は

景
色
が
拝
め
な
か
っ
た
．
し
か
し
、

「
大
分
百
山
」
の
鯛
査
で
登
っ
て
み

る
と
、
び
っ
く
り
、
北
側
か
ら
山
頂

ま
で
作
業
道
が
で
き
、

R
V

恵
な
ら

山
頂
ま
で
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
山
頂
付
近
は
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
、
三
六
O
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
味
わ

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
．

ま
た
、
械
山
は
こ
れ
と
い
っ
た
登

山
道
も
な
く
、
急
斜
面
を
カ
ヤ
を
を

か
き
分
け
て
登
っ
て
み
る
と
、
立
派

な
林
道
が
あ
っ
た
．
が
っ
か
り
し
た
。

逆
に
是
非
お
勧
め
す
る
の
が

「
大

祖
山
」
．
こ
の
山
は
玖
珠
か
ら
見
る

と
「
宝
山
」
と

「
横
山
」
の
間
に
あ

る
山
で
、
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
の
形
を

し
て
い
る
．
典
型
的
な
メ
サ
で
あ
る
。

見
た
目
は
良
い
．
し
か
し
登
山
者
は

皆
無
な
の
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
と
い
っ

た
登
山
道
は
な
い
．
実
際
、
三
角
点

の
標
記
も
最
近
の
地
図
、
（
昭
和
六

三
年
設
置
四
等
三
角
点
）
に
出
て
き

て
い
る
し
、
回
り
は
岩
に
固
ま
れ
て

筆
り
づ
ら
い
．
し
か
も
山
頂
は
荒
れ

し
い
四
等
三
角
点
が
あ
る
。
山
頂
か

ら
の
景
色
も
抜
群
で
あ
る
．

以
上
、
登
っ
た
結
果
は
全
て
「
玖

珠
農
業
高
校
研
究
紀
要
」
に
載
せ
て

い
る
の
で
、
欲
し
い
方
は
ご
連
絡
下

さ
い
。
差
し
上
げ
ま
す
。

ち
な
み
に

、
以
下
の
山
（
低
い

順
）
で
す
．
角
寝
山
、
天
道
山
、
牧

ノ
台
、
河
上
岳
、
官
問
波
山
、
ご
し
が

岳
、
鏡
山
、
伐
株
山
、
丸
岳
、
大
岩

田
閉
山
、
。
城
山
、
小
山
沼
扇
山
、
月
出
山

岳
、
小
倉
岳
、
宝
山
、
青
野
山
、
？

山
（
八
六
九
，
七

m
）
黒
昏
（
日
出

生
）
大
祖
山
、
鈴
ケ
塚

山

、
人
見
岳
、

吉
武
山
、
日
平
山
、
平
家
山
、
鹿
伏

再
旬
、
カ
ル
ト
山
、
横
山
、
野
稲
岳
、

万
年
山
、
A口
鴫
山
、
福
万
山
、
崩
平

山
、
渦
登
山
．

プ
ラ
ス
天
瀬
町
（
よ

の
山
、
湯
ノ
見
岳
、
亀
石
山
）

F
H
U
 

＊
玖
珠
・
九
重
の

山
に
詳
し

い
方

で
、
標
記
い
が
い
の
山
を
知
っ
て
い

た
ら
紹
介
し
て
下
さ
い
．
転
勤
は
な

く
な
っ
た
の
で
調
査
に
行
き
ま
す
．

本
年
度
は
、
前
半

「
院
内
、
安
心
院
、

宇
佐
」
の
山
、
後
半
「
日
田
」
の
山

を
欄
交
し
ま
す
．

支
部
事
務
局
担
当
者

会
議
報
告

西

孝
子

二
月

二
十
五
日

（
金
）
大
分
発
八



時
ニ
十
五
分
、
羽
間
務
十
降
、
本
日

は
フ
リ
l

タ
イ
ム
．
新
繍
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
観
光
に
健
康
診
断
の
用
紙
を
も
ら

い
に
行
く
．
ネ
パ
l

ル
よ
り
宮
原
出
現

社
長
が
帰
国
し
て
い
た
。
電
話
か
文

通
で
用
を
す
ま
し
て
き
た
＝
十
年
間

な
の
に
、
初
め
て
行
っ
て
お
会
い
で

き
た
こ
と
が
不
思
議
で
あ
る
．

＋
一
月
の
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
パ
ー
ミ

ッ
シ
ョ
ン
で
登
れ
る

山
の
話
を
聞

い

て
帰
る
・
今
か
ら
静
岡
へ
説
明
会
に

行
く
と
社
員
は
、
あ
わ
た
だ
し
く
用

意
を
し
て
い
た
。

夜
に
な
ら
な
い
と
長
男
徳
高
の
所

へ
は
入
れ
な
い
た
め
、
有
楽
町
で
映

画
見
．
こ
れ
ま
た
六
十
五
歳
以
上
は

一
，
O
O
O
円
で
あ
る
．
洋
画
を
見

て
夕
方
長
男
の
所
へ
行
く
．

二
月
二
十
六
日
十
三
時
よ
り
、
水

道
偏
東
京
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
に
て
支

郁
事
務
局
担
当
者
会
職
．
大
塚
会
畏

よ
り
「
多
く
の
支
部
会
員
と
話
し
た

い
．

魅
力
あ
る
会
に
し
た
い
．
若
者

を
噌
や
し
た
い
．
土
台
固
め
を
し
た

い
：
．
」
等
々
、
三
十
分
間
の
挨
拶

あ
り
．

第
一
日
は
、
テ
ー
マ
『
支
榔
活
性

化
を
考
え
る
．
』
に
つ
い
て
意
見
交

換
会
．

岐
阜
、
山
陰
、
宮
時
支

部
よ

り
活
動
発
表
あ
り
．
月
一
回
笠
山
や
、

地
方
・
市
町
村
と
共
催
の
山
開
き
行

事
を
す
る
事
な
ど
で
活
性
化
に
な
り
、

参
加
者
の
中
か
ら
若
者
が
入
会
す
る

の
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
。
会
員

が
行
事
に
ま
っ
た
く
参
加
し
な
い
と

の
報
告
も
．
ど
こ
の
支
部
も
同
じ
だ

な
と
思
っ
た
．

十
七
時
三
十
分
よ
り
近
く
の
「
勝

菜
や
」

で
親
睦
会
が
開
か
れ
る
．
会

費
八
千
円
．
二
十
四
支
部
と
本
部
役

員
で
三
十
名
程
度
で
、
家
庭
的
で
、

ど
の
会
員
も
顔
見
知
り
な
為
、
山
行

か
ら
子
供
、
孫
の
こ
と
ま
で
話
が
は

ず
む
．
二
十
時
、
ホ
テ
ル
へ
．
希
望

者
は
二
次
会
へ
と
流
れ
る
．

第
二
日
（
二
月
二
十
七
日
）
は
市

ヶ
谷
の
山
岳
会
ル
ー
ム

に
会
織
を
移

し
て
十
時
か
ら
再
開
．

本
部
よ
り
、
①
会
員
五
，
九
八
二

名
会
資
未
納
あ
り
・
②
秩
父
の
宮
記

念
登
山
貨
の
推
薦
に
つ
い
て
．
＠
ア

ル
パ
l

タ
合
同
登
山
（
カ
ナ
ダ
）
七

名
、
募
金
目
標
三
O
O
万
円
、
一
口

一
万
円
の
協
力
を
．
＠
会
報
に
た
よ

り
を
．
＠
会
員
の
死
亡
に
は
弔
電
を

打
つ
の
で
、
本
部
に
連
絡
を
．
＠
J

A
C

の
マ
l

ク
は
正
し
い
物
を
．
登

録
諸
問
機
な
の
で
使
用
す
る
渇
合
は
＠
・

し
出
て
欲
し
い
．
⑦
図
・
室
は
月
曜

日
は
休
館
日
．
＠
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ホ
l

ム
ベ
l

ジ
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
小
委
員
会
を
お
い
て
検
討
を
開

始
す
る
．
）
本
部
ホ
1

ム
ベ
l

ジ
ア

．
ド
レ
ス
町
付
与
一
三
一
＼
唱
唱
唱
一
・
い

m
w
n－O
H
・
』
匂
＼

（
東
海
支
部
は
支
部
委
員
会
で
ホ

ー
ム
ベ
l

ジ
作
成
．
）
⑨
上
高
地
の

山
研
利
用
を
．

。

平
成
＋
二
年
度
全
国
支
部
惣
談

会
に
つ
い
て
東
九
州
支
部
よ
り
お
知

ら
せ
．
日
穆
は
九
月
十
六
日
、
十
七

日
を
予
定
．
計
画
の
詳
細
は
資
料
等

を
準
備
し
て
五
月
の
総
会
で
各
支
部

へ
配
布
予
定
．

＠
各
支
部
よ
り
の
要
望
等
．

十
二
時
昼
食
。
十
三
時
解
散
．
あ

う
人
ご
と
に
、
別
府
、
久
住
山
の
宣

伝
を
し
た
．
台
風
の
事
だ
け
が
心
配

だ
が
、
今
ま

で
雨
で
行
事
を
中
止
し

た
こ
と
は
な
い
．
晴
天
を
祈
る
の
み

で
あ
る
。

祖
母
3

傾
縦
走そ

の
E

平
成
十
一
年
十
月
二
十
四
日

ー
二
十
六
日

麻
生
竜
二

十
月
二
十
五
日
（
月
）

五
時
起
床
．
荷
物
を
ま
と
め
て
、

天
気
を
見
よ
う
と
土
聞
に
お
り
る
と
、

見
知
ら
ぬ
人
が
ひ
と
り

．

北
谷
を
午

前
三
時
に
出
発
し
た
と
い
う
象
駄
天

の
強
者
だ
っ
た
．
空
は
晴
天
．
軽
食

を
と
っ
て
五
時
四
十
五
分
に
出
発
．

十
五
分
ほ
ど
で
夜
明
け
前
の
頂
上
に

到
着
。
三
六
O
度
の
パ
ノ
ラ
マ
は
、

高
度
一
O
O
O
m
く
ら

い
の
雲
海
が
、

下
界
と
山
並
み
を
隔
て
、
官
黒
か
ら
傾
、

笠
松
、
本
谷
、
古
視
母
、
障
子
岳
、

天
狗
山
宥
と
速
な
る
縦
走
路
、
北
は
久

住
、
大
船
、
泉
信
、
白
布
岳
、
北
西

に
は
阿
蘇
、
綾
子
岳
が
突
き
出
て
い

る
．
そ
し
て
六
時
二
三
分
に
御
来
光
．

気
温
は
一
℃
だ
が
風
は
弱
く
、
寒
く

な
か
っ
た
．

一
絡
に
泊
ま
っ
た
二
人

と
と
も
に
し
ば
し
頂
上
で
景
色
を
楽

し
む
．
太
陽
が
完
全
に
姿
を
現
す
と
、

阿
蘇
根
子
岳
方
面
に
『
影
祖
母
」
が

出
現
。
ま
さ
に
自
然
の
芸
術
で
あ
っ

た
．鹿

児
島
さ
ん
は
五
ヶ
所
へ
下
る
と

い
う
こ
と
で
別
れ
、
モ
ツ
ク
ン
似
の

畏
崎
氏
と
と
も
に
七
時
に
頂
上
を
下

る
。
急
な
岩
場
の
下
り
が
続
き
、
悌

子
を
下
り
て
天
狗
岩
を
目
指
す
。
こ

こ
か
ら
古
祖
母
ま
で
は
ル
l

ト
が
よ

く
整
備
さ
れ
た
稜
線
歩
き
で
、
ゴ
キ

グ
ン
な
展
望
コ

l

ス
だ
っ
た
．
モ
ッ

ク
ン
は
昨
日
活
能
し
て
い
る
の
で
、

寄
り
道
を
せ
ず
に
進
ん
で
い
く
が
、

こ
ち
ら
は
初
め
て
な
の
で
、
マ

l

キ

ン
グ
し
な
が
ら
散
歩
す
る
犬
の
よ
う

に
途
中
の
展
望
台
に
寄
り
道
し
た

．

天
狗
岩
の
分
か
れ
で
は
、
尾
平
へ
下

る
黒
金
尾
根
コ
l

ス
を
左
に
見
な
が

ら
進
む
．
特
に
、
九
時
に
通
過
し
た

隊
子
昏
（
一
七

O
一
－
一
m
）
や
第
三
展

鐙
台
か
ら
の
障
子
岩
尾
根
の
眺
望
は

す
ば
ら
し
か
っ
た
が
‘
紅
葉
が
見
ら

れ
な
い
の
が
残
念
だ
っ
た
．

そ
れ
と
、

各
展
望
台
へ
の
分
岐
点
に
あ
る
案
内

板
が
全
て
尾
平
方
面
向
き
で
あ
り
、

逆
に
行
く
と
見
落
と
し
が
ち
に
な
っ

た
．
今
度
加
藤
さ
ん
に
言
っ
て
お
こ

う
。
気
分
は

r
冊
目
的D
E
n

－
ゴ

キ
ゲ
ン
な
コ
l

ス
が
続
き
、
9

時
4

5

分
、
古
復
母
山
頂
（
一
六
三
三

m
）
に
到
着
し
た
．

古
畑
悦
母
は
南
側
の
展
望
が
開け
て

お
り
、
眼
下
に
は
宮
崎
の
土
呂
久
、

岩
戸
な
ど
の
集
落
や
彼
方
の
山
群
を

一
望
で
き
た
．
南
向
き
の
日
だ
ま
り

で
、
風
も
弱
く
絶
好
の
休
憩
地
で
あ

る
。
ザ
ッ
ク
を
下
ろ
し
一
息
つ
く

と
、
モ
ツ
ク
ン
が
追
い
つ
い
て
き
た
．

さ
ら
に
尾
平
か
ら
、
高
年
仲
良
登
山

グ
ル
ー
プ
一
O
名
御
一
行
機
が
到
精

し
、
賑
や
か
に
な
っ
た
。

一
O
時
に
出
発
．
尾
平
越
へ
と

一

路
下
る
．
当
初
の
予
定
で
は
、
九
折

越
小
屋
に
泊
ま
り
、
明
日
傾
に
登
っ

て
下
山
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
タ
ペ

「
九
折
越小
屋
に
は
幽
霊
が

出
る
」

と
聞
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。
電
気

も
な
い
ら
し
く
、
食
糧
も
少
な
く
な

っ
て
い
た
．
暗
い
、
寒
い
、
ひ
も
じ

い
時
に
、
幽
鑑
に
出
ら
れ
る
の
は
危

険
だ
．
で
も
傾
ま
で
登
ら
な
い
と
縦

走
に
な
ら
な
い
．
や
は
り
今
日
中
に

傾
に
登
っ
て
下
山
し
て
し
ま
う
し
か

な
い
の
か
と
無
謀
な
考
え
を
し
、
時

間
を
稼
ご
う
と
急
ぐ
こ
と
に
し
た
。

一
一
：
O
O
尾
平
越
通
過
。
本
谷
山

へ
と
取
り
つ
い
た
．

本
谷
山
は
圏
実
く
緩
や
か
な
登
り
だ

っ
た
が
、
歩
き
始
め
て
五
時

間
、
昨

－

日
の
分
も
ぎ
と
め
て
疲
労
が
ジ
ワ
ジ
寸

ワ
と

襲
っ
て
き
た
．

途
中
で
ス
ズ
タ

ケ
の
な
か
を
獣
が
走
り
回
っ
て
い
た
．

イ
ノ
シ
シ
だ
ろ
う
か
．
し
ば
し
ば
視

界
に
入
る
ピ
l

ク
は
近
づ
い

て
く
れ

な
い
．
結
局
コ
l

ス
タ
イ
ム
を
二
O

分
も
オ
ー
バ
ー
し
そ
一
三
時
一
O
分

に
本
谷
山
頂
上
（
一
六
四
三

m
）
に

精
い
た
．
こ
の
ベ
ー
ス
ダ
ウ
ン
で
、

行
程
再
検
肘
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
．

頂
上
は
、
周
囲
を
ス
ズ
タ

ケ
と
雑
木
に
固
ま
れ
て
い
た
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
広
場
で
あ
る
。
コ
ン
ロ

に
火
を
つ
け
、
ラ
ー
メ
ン
ス
l

プ
を

作
る
。
お
に
ぎ
り
は
昨
日
の
割
引
の
も

の
だ
が
、
匂
っ
て
み
た
ら
大
丈
夫
そ

う
な
の
で
食
ベ
た
．
笠
松
へ
向
け

て
、
小
さ
い
起
伏
を
繰
り
返
し
な
が

ら
下
っ
て
い
く
．
犬
木
が
倒
れ
た
と



こ
ろ
も
あ
る
が
、
コ

l

ス
は
本
当
に

よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て
、
昨
日
と
比

べ
れ
ば
天
国
だ
．
上
り
に
な
っ
て
二

O
分
で
笠
松
山
頂
下
に
着
い
た
．
頂

上
ま
で
あ
と
五
分
．
時
計
を
見
る
と

一
四
時
四
O
分
．
傾
に
登
る
な
ら
も

う
一
泊
、
登
ら
な
け
れ
ば
今
日
下
り

ら
れ
る
．
決
断
の
時
が
来
た
．
笠
松

山
に
受
っ
て
傾
を
あ
き
ら
め
る
か
、

笠
松
山
を
や
め
て
－
一
泊
し
傾
に
登
る

か
．
「
ビ
ー
ル
飲
み
で

4ご
と
恩
っ

た
瞬
間
、
笠
松
に
登
り
始
め
た

．

笠
松
山
頂
上
（
一
五
』
一
二

m
）
に

は
、
す
ぐ
着
い
た
．
岩
に
も
た
れ
か

か
っ
て
、
樹
林
の
向
こ
う
に
昨
日
登

っ
た
障
子
岩
尾
根
を
見
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
休
ん
だ
。
水
も
残
さ
な
く
て

い
い
か
ら
飲
ん
だ
．
も
う
登
ら
な
く

て
い
い
．
帰
っ
て
ピ
l

ル
が
飲
め
る
．

た
だ
、
傾
に
登
ら
な
け
れ
ば
、
縦
走

に
な
ら
な
い
．
で
も
い
い
や

．

ま
た

今
度
受
れ
ば
い
い
．
な
ん
と
現
金
な

こ
と
．
気
持
ち
も
、
足
ど
り
も
軽
く

な
り
、
九
折
越
に
向
け
て
下
っ
た
．

ス
ズ
タ
ケ
、
雑
木
の
聞
を
、
起
伏

を
繰
り
返
し
な
が
ら
下
り
、
松
、
ナ

ラ
林
の
丘
を
拙
聞
え
て
、
一
六
時
に
九

折
館
小
屋
に
着
い
た
．
治
ま
る
は
ず

だ
っ
た
小
屋
な
の
で
、
一
応
中
を
破

い
て
み
る
と
、
意
外
と
し
っ
か
り
し

て
お
り
、
き
れ
い
だ
っ
た
．

さ
ら
に

五
O
m
下
る
と
、
九
折
越
の
分
か
れ
．

直
進
が
傾
、
右
は
見
立
（
水
場
）
、

名
残
惜
し
い
が
、
左
へ
曲
が
っ
て
九

折
へ
と
下
り
始
め
た
。
急
な
下
り
を

下
り
る
こ

と
五
分
、
石
の
上
に
し
ゃ

が
む
こ
と
三
分
、
何
を
ど
う
考
え
た

か
分
か
ら
な
い
が
、
や
は
り
も
う

一

治
す
る
こ
と
に
し
た
．
九
折
越
ま
で

戻
り
、
見
立
に
七
分
ほ
ど
下
っ
て
水

を
汲
み
、
小
屋
へ
と
向
か
っ
た

．

小
屋
は
電
気
が
な
い
の
で
、
と
り

あ
え
ず
薪
を
集
め
て
火
を
お
こ
し
、

煙
と
格
闘
の
あ
げ
く
、
夕
食
が
と
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
辺
り
が

真
っ
暗
に
な
っ
て
い
た
．
ラ
ジ
オ
を

聞
き
な
が
ら
ラ
ー
メ
ン
を
作
り
、
ち

く
わ
な
ど
の
残
り
物
を
食
ペ
た
が
、

一
つ
残
っ
て
い
た
お
に
ぎ
り
は
、
煙

で
自
慢
の
瓜
が
利
か
ず
、
危
険
を
感

じ
た
の
で
食
べ
な
か
っ
た
．
最
後
に

湯
を
沸
か
し

て
ウ
イ
ス
キ
ー
の
お
湯

割
り
を
飲
む
と
あ
っ
た
ま
り
、
小
屋

の
換
気
、
戸
締
ま
り
を
し
て
就
寝
。

幽
震
が
出
ま
せ
ん
よ
う
に
．
鹿
の
鳴

き
声
と
、
露
が
屋
根
の
庇
か
ら
滞
ち

る
音
が
一
晩
中
聞
こ
え
て

い
た
．

十
月
二
十
六
日
（
火
）

五
時
起
床
．
ま
だ
真
っ
暗
の
な
か
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
荷
物
を
ま
と
め

る
。

一
人
だ
け
だ
と
夜
逃
げ
の
よ
う

で
、
つ
い
し
の
び
歩
き
で
外
に
出
る
．

昼
と
は
勝
手
が
遣
い
、
一
度
方
向
を

失
つ
で
ぐ
る
ぐ
る
し
た
が
、
ヘ
ッ
ド

ラ
ン
プ
を
た
よ
り
に
分
か
れ
道
の
広

場
に
出
た
．
一
応
方
角
を
確
興
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
地
図
が
な
い

．

う
ろ
つ
い
て
い
る
聞
に
落
と
し
て
し

ま
っ
た
ら
し
い
．
下
山
の
と
き
に
傑

す
こ
と
に
し
て
、
傾
山
頂
へ
と
向
か

っ
た
。

ス
ズ
タ
ケ
の
繋
が
露
で
し
め
っ
て

お
り
、
足
元
も
滑
り
や
す
か
っ
た
が
、

ル
l

ト
は
分
か
り
ゃ
す
い
．
星
は
見

え
な
い
の
で
、
畿
り
か
ガ
ス
が
出
て

い
る
よ
う
だ
．
六
時
を
過
ぎ
る
と
、

明
る
く
な
っ
て
き
た

．

案
の
定
ガ
ス

っ
て
い
る
が
、
時
折
日
も
覗
き
、
雨

の
心
配
は
な
さ
そ
う
だ
．
一
泊
し
て

体
力
も
回
復
、
順
調
に
登
っ
て
い
き

、

七
時
に
南
峰
通
過
、
七
時
十
分
に
傾

山
頂
ご
六

O
ニ
m
）
岨
布
。
ガ
ス
で

視
界
は
ゼ
ロ
．
巨
大
な
柱
状
岩
が
立

ち
並
ぶ
な
か
、
三
角
点
を
触
り
姐
母

傾
の
縦
走
を
確
認
し
た
．

今
度
こ
そ

思
い
残
す
こ
と
な
く
・下
山
開
始
．
途

中
で
組
母
が
一
瞬
ガ
ス
の
隙
聞
に
見

え
た
の
で
、
ガ
ス
の
晴
れ
る
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
待
つ
こ
と
四

五
分
、

つ
い
に
そ
の
機
会
は
な
く
、
あ
き
ら

め
て
下
山
再
開
．
九
時

五
分
九
折

越

分
を
通
過
、
地
図
を
探
し
出
し
て
下

山
。下

る
こ
と
一
時
間

．

一
O
時
頃
、

林
道
へ
凶
て
小
休
止
．

再
び
登
山
道

に
入
り
、
沢
づ
た
い
に
歩
く
こ
と
一

時
間
、
一

一
時
一
五
分
に
豊
栄
鉱
山

跡
近
く
に
出
た

．
パ
ラ
ス
で

整
備
さ

れ
、
U
字
溝
が
続
く
道
を
下
る
と
、

大
き
な
水
槽
や
事
務
所
が
あ
り
、
上

畑
に
続
く
舗
装
道
路
に
出
た
．
途
中
、

か
つ
て
鉱
山
職
員
用
の
ア
パ
ー
ト
で

あ
っ
た
ら
し
き
廃
屋

が
あ
り
、
道
か

ら
覗
く
と
薬
師
丸
ひ
ろ
子
の
ポ
ス
タ

ー
が
貼
つ
で
あ
っ
た
．
推
定
、
昭
和

五
五
年
頃
か
．
結
局
民
宿
が

一
軒
あ

っ
た
だ
け
で
、
車
は
お
ろ
か
人
っ
こ

一
人
会
わ
ず
、
軽
ト
ラ
に
乗
せ
て
も

ら
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
．
テ
ク

テ
ク
歩
い
て
、

一
二
時
五
分
に
よ
畑

着
。
こ
の
三
日
間
天
気
に
恵
ま
れ
、

ま
た
人
の
少
な
い
原
生
林
を
満
喫
し
、

予
定
ど
お
り
下
山
で
き
た
こ
と
に
感

鮒
し
、

i
vた
．

あ
な
ど
る
な
か
れ
、
祖
母
傾
．
し

か
し
、
噂
に
逮
わ
ぬ
す
ば
ら
し
い
山

群
で
し
た
．

整
理
体
換
を
し
て
帰
路
に

つ

．
の
尚
一

f
hド
フ
ッ
タ

伊
美
山
2
2
国
）

飯
田
勝
之

国
見
町
赤
根
は
由
策
半
島
の
ほ
ぼ

中
央
部
、
両
子
山
、
文
殊
山
、
千
灯

岳
、
黒
木
山
な
ど
に
固
ま
れ
た
ひ
っ

そ
り
と
し
た
山
村
で
あ
る
．
そ
の
赤

帽
恨
の
西
に
あ
る
小
ピ
l

ク
が
伊
美
山

で
あ
る
．
ひ
っ
そ
り
と
し
た
赤
根
の

集
溶
の
中
央
を
走
る
立
派
な
県
道
を

豊
後
高
岡
市
に
向
か
っ
て
進
む
と
、

道
は
や
が
て
へ
ヤ
ピ
ン
状
と
な
っ
て

高
度
を
上
げ
、
真
玉
町
と
の
境
界
の

地
蔵
ト
ン
ネ
ル
と
な
る
。

ト
ン
ネ
ル
の
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
手

前
に
、
古
い
地
蔵
峠
に
通
じ
る
傘
道

が
右
の
薮
の
中
に
別
れ
て
、
入
り
口

だ
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
さ
れ
て
い

る
．
こ
の
傘
遭
の
入
り
口
を
登
山
口

L
’
』I
νい
」
酢AJ
・

道
は
す
ぐ
に
薮
の
中
の
荒
れ
果
て

た
踏
み
分
け
と
な
る
が
、
古
い
踏
み

分
け
は
は
っ
き
り
と
そ
れ
と
わ
か
る
．

照
葉
樹
の
二
次
林
の
中
を
進
む
と
、

道
は
県
道
の
吹
き
付
け
斜
面
の
上
の

フ
ェ
ン
ス
外
を
通
る
よ
う
に
な
り
、

フ
ェ
ン
ス
が
終
わ
る
と
宕
上
は
ス
ギ

の
伐
採
地
と
な
り
、
伐
採
地
の
よ
は

竹
林
に
な
っ
て
い
る
。

伐
採
地
の
中
を
登
り
、
右
手
ょ
に

見
え
る
稜
線
を
友
ょ
に
向
か
っ
て
直

登
し
て
も
良
い
が
、

古
い
道
を
さ
ら

に
進
む
と
数
十
メ
ー
ト
ル
先
が
峠
で

あ
る
．
か
つ
て
里
人
が
多
〈
往
来
し

た
で
あ
ろ
う
峠
に
は
モ
ウ
ソ
ウ
竹
が

乱
雑
に
枯
れ
倒
れ
、
ス
ギ
や
シ
イ
、

カ
シ
に
固
ま
れ
て
薄
暗
い
小
広
場
の

隅
に
地
蔵
却
を
総
っ
た
小
さ
な
右
の

社
が
あ
る
．
し
ば
し
往
事
を
し
の
ん

だ
ら
、
峠
か
ら
右
手
稜
線
へ
踏
み
込

む
と
良
い
。

峠
か
ら
は
、
真
玉
町
の
三
畑
へ
下

る
道
の
ほ
か
に
ほ
ぼ
水
平
に
古
い
作

業
進
が
右
手
に
伸
び
て
い
る
が
、
そ

の
道
を
と
ら
ず
に
脇
被
線
に
沿
う
よ
う
－

に
薮
を
こ
ぎ
分
け
た
方
が
良
い
・
入
イ

り
口
は
手
こ
ず
る
が
踏
み
込
め
ば
稜

線
は
歩
き
や
す
い
．

＋
分
ほ
ど
登
る
と
右
の
伐
採
地
上

部
か
ら
き
た
綾
線
と
一
つ
に
な
り
、

斜
面
も
ゆ
る
く
な
る
．
稜
線
上
は
馬

酔
木
や
ツ
バ
キ
、
カ
シ
な
ど
の
照
葉

織
に
カ
エ
デ
や
リ
ョ
ウ
ブ
の
混
じ
っ

た
二
次
林
の
中
で
、
か
な
り
は
っ
き

り
と
し
た
踏
み
跡
も
あ
り
、

雰
囲
気

の
良
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
稜
線
漫
歩

気
分
の
味
わ
え
る
道
で
あ
る
・

緩
い
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
快
適
な
稜

線
道
に
は
所
々
に
境
界
線
杭
が
打
た

れ
て
い
る
．
こ
こ
は
東
西
国
東
の
郡

境
で
あ
る
。

少
し
づ
っ
高
度
を
上
げ
、
大
き
な

岩
の
根
本
を
ま
き
、
木
の
枝
や
岩
に

つ
か
ま
っ
て
受
る
よ
う
な
所
な
ど
が



有
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
樹
林
の
中
の

快
適
な
稜
線
歩
き
が
続
く
．

一
つ
の
ピ
1

ク
を
越
す
と
稜
線
は

少
し
東
に
曲
が
り
、
緩
や
か
に
下
っ

た
後
再
び
登
り
と
な
る
．
樹
林
の
中

の
踏
み
跡
を
登
っ
て
い
く
と
再
び
第

二
の
ピ
！
ク
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
少

し
行
く
と
前
面
が
突
然
切
れ
溶
ち
、

深
い
ヒ
ノ
キ
の
谷
へ
と
続
く
．

切
れ
落
ち
た
谷
の
向
こ
う
に
は
高

い
頂
が
望
ま
れ
る
．

そ
こ
が
め
ざ
す

伊
美
山
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、

被
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
高
く
感
じ
る
．

稜
捕
鯨
は
ピl
ク
か
ら
ほ
ぼ
直
角
に

函
に
折
れ
て
お
り
、
急
な
下
り
で
あ

る
．

下
り
き
る
と
再
び
急
な
登
り
で
、

そ
こ
か
ら
は
右
の
ヒ
ノ
キ
の
造
林
地

の
中
と
、
左
の
自
然
林
の
中
と
の
筒

方
の
歩
き
や
す
い
と
こ
ろ
を
登
る
．

始
め
は
造
林
地
内
が
良
い
が
、
半
分

よ
り
上
は
自
然
林
の
中
の
方
が
歩
き

や
す
い
．

急
坂
を
ゆ
っ
く
り
高
度
を
上
げ
て

い
く
と
、
諮
問
後
に
文
殊
山
や
荷
子
山

方
面
の
視
界
が
聞
け
て
く
る
．
よ
り

務
め
た
と
こ
ろ
は
東
西
に
憂
い
稜
線

よ
で
、
ち
ょ
う
ど

T

の
字
状
の
分
岐

と
な
っ
て
お
り
、
地
図
に
有
る
伊
美

山
の
頂
上
は
西
に
有
る
．
西
に
向
か

う
稜
線
は
両
方
が
自
然
林
で
、
少
し

下
る
と
再
び
受
り
と
な
る
．

か
す
か
な
踏
み
跡
を
頼
り
に
登
っ

て
い
く
と
数
分
で
伊
美
山
の
頂
上
だ
．

頂
上
と
い
っ
て
も
そ
こ
は
リ
ョ
ウ
ブ
、

ア
セ
ピ
、
カ
エ
デ
、
シ
ロ
モ
ジ
な
ど

の
中
木
に
び
っ
し
り
と
被
わ
れ
た
東

西
に
憂
い
小
ピ
l

ク
で
、
も
ち
ろ
ん

山
頂
を
示
す
何
物
も
な
い
．
樹
聞
に

は
北
の
黒
木
山
が
見
え
る
程
度
で
あ

と
は
展
望
も
ま
っ
た
く
き
か
な

い
。

ピ
l

ク
の
西
の
端
が
岩
縁
状
に
な
っ

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
西
方
に
有
る
ア

ン
テ
ナ
の
立
っ
て
い
る
丸
い
ピ
l

ク

と
、
そ
の
右
に
尻
付
山
、
ハ
ジ
カ
ミ

山
が
木
々
の
梢
越
し
に
見
え
る
。

頂
上
か
ら
稜
線
を
引
返
し
、

T

の

字
状
の
分
岐
ま
で
戻
る
と
そ
の
ま
ま

直
進
す
る
．
そ
こ
か
ら

一
旦
下
る
と

今
度
は
は
急
な
受
り
で
、
右
が
ヒ
ノ

キ
の
真
新
し
い
造
林
地
、
友
は
自
然

林
で
あ
る
．
ど
ち
ら
を
行
つ
で
も
良

い
が
、
造
林
地
の
中
を
歩
い
た
方
が

歩
き
や
す
い
．
と
く
に
上
の
方
は
造

林
地
で
な
い
と
歩
け
な
い
．

背
の
低

い
ヒ
ノ
キ
の
明
る
い
造
林
地
の
中
を

グ
ン
グ
ン
登
っ
て
い
く
と
視
界
も
ど

ん
ど
ん
開
け
て
く
る
．
そ
し
て
や
が

て
頂
上
に
着
く
．

文
殊
山
）

三
等
三
角
点
の
有
る
頂
よ
は
、
北

側
は
低
木
の
天
然
林
、
南
側
は
真
新

し
い
ヒ
ノ
キ
の
造
林
地
で
、
ち
ょ
う

ど
そ
の
境
自
に
三
角
点
は
有
る
。

北
側
は
ブ
ッ
シ
ュ
に
遮
ら
れ
て
何

も
見
え
な
い
が
、
南
側
は

千
灯
岳
か

ら
文
殊
山
、
両
子
山
そ
し
て
屋
山
へ

と
す
ば
ら
し
い
大
パ
ノ
ラ
マ
だ
．
し

か
し
そ
れ
も
あ
と
数
年
で
ヒ
ノ
キ
に

遮
ら
れ
て
何
も
見
え
な
く
な
る
に
ち

2

、

t

、

．

品
M
L
V
ふ
れ
唱
し
v

す
ば
ら
し
い
展
望
を
楽
し
ん
だ
ら

来
た
道
を
そ
の
ま
ま
引
き
返
す
こ
と

に
な
る
・
園
東
の
山
は
ど
こ
も
山
頂

付
近
ま
で
造
林
さ
れ
て
お
り
、
手
っ

か
ず
の
自
然
林
は
も
う
ど
こ
も
わ
ず

か
し
か
な
い
．

コ
ー
ス
タ
イ
ム

地
蔵
峠
登
山
口
↓
（
三

O
分
）
↑

（
二
五
分
）
直
角
ピ
l

ク
l

（
二
O

分
）
↑
（
一
五
分
）

T
分
岐
l

（
二

O
分
）
↑
（

一
五
分
）
伊
美
山

T
分
岐
l

（
一
五
分
）
f

（
一
O

分
）
3

三
角
点
山
頂

人
の
少
な
い
北
ア
ル
プ

ス
を
歩
き
た
け
れ
ば
・
．

西

あ
ず
さ

そ
ろ
そ
ろ
夏
山
の
プ
ラ
ン
を
考
え

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
．
北
ア
ル

プ
ス
に
行
き
た
い
け
れ
ど
、
人
の
多

い
と
こ
ろ
は
嫌
と
い
う
方
に
お
薦
め

の
コ
l

ス
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う

．

八
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
日
に
す
れ

違
う
の
が
こ
1
2
一パ
ー
テ
ィ
ー
と
い

う
コ

l

ス
で
す
。

昨
年
八
月
、
白
馬
岳
か
ら
笠
が
岳

ま
で
八
泊
九
日
の
縦
走
を
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
人
の

少
な
い
の

が
針
の
木
か
ら
烏
帽
子
岳
の
ル
ー
ト

で
、
後
立
と
裏
銀
を
つ
な
ぐ
コ
l

ス

で
す
．
蓮
議
岳
・
不
動
岳
・
南
沢
岳
と

コ
マ
ク
サ
街
道
と
名
づ
け
た
く
な
る

コ
l

ス
を
ど
紹
介
し
ま
し
ょ
う
．

針
の
木
小
昆
の
前
を
東
に
抜
け
る

と
ど
っ
し
り
と
大
き
く
構
え
る
の
が

蓮
議
時
間
で
、
急
登
が
緩
や
か
に
な
り

ザ
ラ
ザ
ラ
と
舵
い
た
ル
！
ト
に
は
コ

マ
ク
サ
の
ピ
ン
ク
の
花

が
山
宏

寝
い

尽
く
す
よ
う
な
迫
カ
で
咲
い
て
い
る
．

頂
上
か
ら
は
北
に
白
馬
を
始
め
後
立

の
山
々
、
南
に
は
小
さ
く
槍
ヶ
岳
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
ゆ
っ
た
り
と
し

た
山
頂
。

ピ
ー
ク
か
ら
は
北

葛
岳
に
南
へ
と

直
角
に
曲
が
り
、
コ
マ
ク
サ
の
中
を

ジ
グ
ザ
グ
に
下
る
。
こ
こ
で
白
い
コ

マ
ク
サ
を
こ
株
見
つ
け
た
・
ま
だ
ま

だ
小
さ
な
株
で
透
き
通
る
よ
う
な
白

さ
が
印
象
的
だ
っ
た
．
ど
う
か
踏
ま

れ
た
り
取
ら
れ
た
り
し
ま
せ

ん
よ
う

に
と
闘
い
な
が
ら
下
っ
た
・

コ
マ
ク
サ
の
道
が
一
転
し
て
「
蓮

議
の
大
下
り
」
と
呼
ば
れ
る
岩
稜
と

梯
子
と
鎖
場
の
道
に
変
貌
し
、
こ
の

コ
ー

ス

一
番
の
縫
所
で
北
葛
乗
越
へ

一
気
に
下
る
。
北
曹
司
岳
の
世
怒
り
は
何

ケ
所
か
岩
稜
が
出
て
く
る
が
た
い
し

た
こ
と
な
く
、
約

一
時
間
で
小
さ
な

広
婦
の
北
葛
岳
に
着
く
．
降
り
て
き

た
蓮
歯
車
の
大
下
り
が
切
り
立
っ
て
い

る
の
が
よ
く
わ
か
る
。
七
倉
岳
ま
で

は
、
七
倉
沢
側
が
切
れ

落
ち
て
、
や

せ
尾
綴
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や

梯

子
も
あ
る
．
細
長
い
山

頂
か
ら

船
内海

小
屋
は
近
い
。
船
窪
小
屋
と
テ
ン
場
・

船
径
岳
へ
の
分
岐
が
あ
る
．
船
窓
小

屋
は
小
さ
い
な
が
ら
陶
器
の
食
器
を

使
い
．
小
屋
の
周
り
で
つ
ん
だ
ア
ザ

ミ
の
て
ん
ぷ
ら
の
錫
げ
た
て
を
出
し

て
く
れ
る
．
お
米
も
雷
う
こ
と
ナ
シ

の
お
い
し
さ
．
小
屋
の

周
り
に
も

コ

マ
ク
サ
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
。

小
屋
の
前
か
ら
白
く
え
ぐ
ら
れ
た
不

動
沢
を
は
さ
み
、
不
動
岳
、
南
沢
岳
、

烏
帽
子
岳
が
よ
く
見
え
る
．
テ
ン
場

は
七
倉
岳
に
戻
る
途
中
に
左
へ
分
岐
－

し
、
船
内
槍
岳
に
向
か
う
途
中
に
あ
る
。
寸

長
い
幽
冊
子
を
下
り
た
左
に
十
張
り
ほ

ど
の
広
さ
．
5

分
ほ
ど
下
る
と
水
揚

が
有
る
．
ロ
ー
プ
を
頼
り
に
足
場
の

悪
い
と
こ
ろ
を
下
る

。
切
れ
落
ち
た

と
こ
ろ
に
あ
る
水
場
な
の

で
、
注
意

が
必
要
。
水
場
の
少
な
い
ル
l

ト
な

の
で
、
あ
り
が
た
い

。

船
鐘
岳
へ
は
テ
ン
場
の
横
を
通
り
、

樹
林
の
中
を
下
る
．
不
動
沢
側
が
か

な
り
崩
れ
て
い
る
の
で
、
針
の
木
谷

側
に
ル
l

ト
を
つ
け
て
い
る
が
、
何

ヶ
所
か
ロ
l

プ
を
頼
り
に
細
い
尾
根

を
下
る
と
船
鑓
乗
越
で
、
針
の
木
谷

か
ら
の
分
岐
と
な
る
．
綿
子
や
ロ
ー

プ
を
た
よ
り
に
幾
つ
か
の
小
さ
な
ピ

ー
ク
を
過
ぎ
、
船
総
信
の
ピ
l

ク
に

着
く
が
、
樹
林
中
で
展
望
は
無
い
。

繍
林
の
中
を
下
る
と
尾
根
は
だ
ん
だ



ん
狭
く
な
り
、
左
の
不
動
沢
側
は
足

元
か
ら
ザ
ラ
、
ザ
ラ
崩
れ
て
い
く
よ
う

な
も
ろ
い
と
こ
ろ
が
何
カ
所
も
あ
る
．

ほ
と
ん
ど
は
繍
林
や
ハ
イ
マ
ツ
の
中

に
ル
！
と
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
不

動
岳
が
近
く
な
る
と
特
に
稜
線
の
燐

援
が
激
し
く
な
る
の
で
注
意
し
な
が

ら
歩
く
必
要
が
あ
る
。

登
り
つ
く
と
不
動
岳
の
南
北
に
長

い
上
部
に
出
る
。
山
頂
は
備
の
鍋
っ

こ
だ
が
、
コ
マ
ク
サ
の
鮮
生
地

、の
た

め
ロ
l

プ
が
張
ら
れ
、
山
頂
に
は
入

れ
な
い
よ
う
に
な
っ
だ
い
る
。
ま
さ

に
足
の
踏
み
場
の
無
い
ほ
ど
の
コ
マ

ク
サ
が
咲
き
乱
れ
、
人
の
少
な
い
の

も
手
伝
っ
て
、
コ
マ
ク
サ
の
楽
閣
の

よ
う
な
山

．

澗
れ
沢
を
下
り
つ
い
た
と
こ
ろ
が

南
沢
乗
越
。
自
の
前
に
大
き
く
南
沢

岳
が
見
え
る
が
案
外

早
く
登
れ
石
。

傾
斜
が
緩
や
か
に
な
る
と
の
ど
か
な

高
原
状
の
中
を
快
適
に
歩
く
。
山
頂

は
か
な
り
広
く
、
自
の
前
に
烏
帽
子

岳
の
黒
い
岩
崎
が
名
前
の
由
来
を
紡

備
仰
と
さ
せ
る
．
南
沢
信
か
ら
烏
帽
子

岳
ま
で
は
花
樹
岩
の
砂
磯
の
白
さ
と

コ
マ
ク
サ
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の

高
山
植
物
に
彩
ら
れ
、
抽
出
が
点
在
し

そ
の
美
し
さ
は
雲
ノ
平
よ
り
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
だ
ろ
う
。
時
聞
が
許
せ

ば
、
の
ん
び
り
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

烏
帽
子
岳
の
岩
峰
へ
の
分
岐
に
荷

物
を
置
い
て
、
頂
上
を
ピ
ス
ト
ン
し

よ
う
。

頂
上
へ
の
最
後
の
登
り
は
ち

ょ
っ
と
し
た
岩
登
り
の
楽
し
さ
を
味

わ
せ
て
く
れ
る
。
ロ
ー
プ
が
取
り
つ

け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
見
た
目
よ
り

登
り
や
す
い
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
、

突
然
人
が
多
く
な
り
、
裏
銀
座
コ
ー

ス
の
始
ま
り
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。

樹
林
に
入
る
と
烏
帽
子
小
屋
は
近

い
。
小
屋
を
越
え
て
池
の
周
り
が
テ

ン
場
に
な
っ
て
い
る
。
高
瀬
ダ
ム
か

ら
標
高
差
千
メ
ー
ト
ル
の
プ
ナ
立
尾

根
を
北
ア
ル
プ
ス
の
三
大
急
登
と
呼

び
、
槍
ヶ
岳
に
続
く
ル
1

ト
が
裏
銀

座
コ
l

ス
。
今
ま
で
静
か
だ
っ
た
山

行
も
こ
こ
で
終
わ
る
。

こ
の

．

山
被
は
、
人
気
の
山
は
あ
り

ま
せ
ん
が
‘
北
ア
ル
プ
ス
の
中
で
唯

一
静
か
に
歩
け
る
ル
l

ト
で
す
。
人

の
少
な
さ
に
び
っ
く
り
す
る
と
と
も
、

コ
マ
ク
サ
の
大
欝
寝
は
、
後
立
や
燕

岳
と
肩
を

並
べ
る
迫
力
で
す
。
買
の

計
画
に
、
頭
の
隅
っ
こ
に
で
も
止
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す

。

こ
の

夏
、
あ
な
た
が
思
い
で
多
い
山
行
を

楽
し
ま
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

コ
ー
ス
タ
イ
ム

針
の
木
小
屋
こ
時
間
）
運
筆
岳

（
一
一
時
間
三
十
分
）
北
葛
乗
越
二

時
間
）
北
首
局
面
｛
一
時
間
五
十
分
）

船
窓
小
屋
こ
時
間
）
船
窪
乗
越

こ
時
間
十
分
）
鉛
窪
岳
（
二
時
間

三
十
分
）
不
動
岳
（

一
時
間
）
南
沢

岳

二
時
間
三
十
分
）
烏
帽
子
岳

（
四
O
分
）
烏
帽
子
小
屋

お
知
ら
せ

。
役
員
会
か
ら
お
願
い

支
部
結
成
四
O
周
年
記
念
を
前
に

会
員
の
拡
大
を
目
指
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
員
百
名
を
目
指
し
新
し

い
山
仲
間
の
入
会
を
誘
っ
て
く
だ
さ

い
。
二
五
歳
以
下
の
新
入
会
員
は
入

会
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

・
目
的
・
：
稲
尾
岳
（
鹿
児
島
）

・
日
時
・
：

五
月
一
四
日
（
白
）

一
三
日
午
後
七
時
サ
ニ

l

出
発
予

定
。
（
相
談
の
上
時
刻
変
更
し
ま

す
）

－

三
食
分
の
弁
当
と
野
営
の
準
備
を

し
て
く
だ
さ
い
。

撫

（
支
部
創
立
四
O
周
年

記
念
山
行
〉

・
目
的
・
：
鴻
蓋
山

・

日
時
・
：

六
月
四
日
（
日
）

・

参
加
方
法
・
：
漏
量
岨
聞に午
前
九
時

に
全
員
集
合
の
う
え
山
頂
を
目
指

し
、
山
頂
で
記
念
撮
影
等
を
行
い

ま
す
．
な
お
、
都
合
に
よ
り
地
蔵

原
方
面
等
か
ら
登
ら
れ
る
場
合
は

午
前
一
O
時
ま
で
に
山
頂
到
着
を

厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。
会
員
の
皆

さ
ん
全
員
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

・
大
分
市
方
面
か
ら
の
参
加
者
は
午

前
六
時
サ
ニ
l

集
合
の
上
出
発
と

し
ま
す
。

準
備
会
の
開
催

・
五
月
九
日
午
後
七
時
よ

り

コ
ン
パ
ル
ホ
l

ル

午
後
七
時
よ
り

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

午
後
七
時
よ
り

コ
ン
パ
ル
ホ
l

ル

午
後
七
時
よ
り

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

六
月
一
三
日

七
月

四
日

}\ 
月

}\ 
日

弘
吋
べq

A開
u
u

h

O

定
期
総
会
が
終
わ
る
と
い
よ
い

よ
九
月
の
全
国
支
部
懇
談
会
へ
向

け
て
準
備
本
格
ス
タ
ー
ト
で
す
。

案
内
状
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
・
発
送
か
ら
始
ま
り
、
予
約
受

付
、
宿
泊
の
数
の
磁
定
、
弁
当
、

二
O
O
人
分
の
名
札
等
々
事
前
準

備
や
当
日
の
受
付
、
案
内
、
会
の

進
行
、
山
行
の
手
は
ず
・
ガ
イ
ド
、

パ
ス
・
恵
の
配
車
、
医
療

・

救
護
、

そ
の
他
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
あ
る
よ
う
で
す
．

O

四
O
周
年
記
念
誌
発
行
担
当
者

の
も
と
に
は
ぼ
ち
ぼ
ち
原
稿
が
寄

り
始
め
た
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
で

足
が
緩
い
よ
う
で
、
締
め
切
り
間

際
に
ド
ッ
と
お
し
寄
せ
は
し
な
い

か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

O

今
年
度
も
会
報
の
年
四
回
発
行

（
四
月
、
七
月
、
十
月
、
一

月
）
を
実
行
す
る
事
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
大
分
市
近
郊
在
住
者
以

外
の
寄
稿
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

各
地
の
会
員
の
活
動
報
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

O

次
回
の
発
行
は
七
月
で
す
。
会

員
の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
（
K
・

I

）
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